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１．概要 

高エネルギー加速器研究開発機構等で開発されているモンテカルロ法を用いた電子・光

子の輸送計算コード EGS5は、ユーザーが粒子の発生や評価量等の条件をユーザープログラ

ムとして作成し実行する必要があるため、線源データや計算体系および評価量の取得等の

設定方法、計算コードの構造、プログラム作成のための Fortran 言語等に習熟していなけ

ればなりません。開発した本支援ツールは、ユーザーが簡便に Windows 上で EGS コードを

使用できるように、ユーザープログラムを作成することなく、グラフィカルインターフェ

イス(GUI)による入力データの作成や実行を制御するものです。以下に本支援ツールの主な

特徴を示します。 

[主な特徴] 

 GUI による EGSコードの入力を作成し、実行を制御します。 

 

図 1.1 CG形式による計算体系の作成画面例 

 

図 1.2 実行画面の例 



 複数の線源形状や目的に応じた評価量（線量、検出器の応答関数等）を用意し、入力

データを容易に作成できます。 

 

図 1.3 線源設定の例 

 

図 1.4 評価量を求める条件の設定例 

 



 CG による幾何形状の整合性や線源粒子の発生位置・方向を視覚的に確認できます。 

 

図 1.5 計算体系の整合性確認例 

 

図 1.6 粒子発生位置確認例 



 Excel等の表形式でデータ出力します。 

 

図 1.7 沈着量表示例 

 

図 1.8 メッシュにおける線束量表示例 

２．取扱説明 

 (1)EGS5環境の設定、(2)物質データの編集、(3)計算条件の設定、(4)EGS5 コードの計算

実行、(5)計算結果の表示、(6)ウィンドウの設定および(7)ヘルプ機能について説明します。 


